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　我が国は、世界に例のない未曾有の「少子高齢社会」を迎えております。経済成長が右肩上が
りの時代も終焉し、冨を分配すればよかった時代から、限られた財源の中で、どこに重点を置き、ど
こを削減しなければならないのか、今、まさに抜本的な改革が求められております。そこで、昨夏、民
主党が国民の皆様とお約束した「3つの約束」の中から、1.「年金の抜本改革」、2.「子育て支援対
策」についてご説明させて戴きます。

1.年金の抜本改革
①年金制度を一元化して、全ての国民が同じ年金に加入する仕組みに改め、透明で公平な制度
を作ります。
②年金の基礎（最低保障）部分の財源は全額税でまかない、保険料未納をなくして確実で安定し
た制度に改めます。
③消費税は、税率を現行のままに抑えて、全額年金財源（基礎部分）に充当します。
④所得比例部分の負担と給付は、現行水準を維持します。
⑤銀行通帳と同じように、全ての加入者に、全ての納付履歴を記載する「年金通帳」を交付し、い
つでも自分の記録を確認できるようにします。

消費税方式に移行することによって
●皆が払い、皆がもらえる年金制度になります。
（現在、国民年金の実質納付費は49%。半分しか支払われておりません）
未納者がなくなり、無年金者がなくなります。

●昭和46年7月9日生まれ（現在37歳）B型
●小・中学校は一貫して野球部に所属
　高校在学中は長身を活かしバレーボール部に所属
●高卒後、自己鍛錬のため住込みで新聞・牛乳配達
●平成10年　元衆議院議員　西川太一郎（現荒川区長）
　墨田地区担当秘書となる
●平成12年　日本大学 経済学部 卒業
●平成13年　西川太一郎元代議士公設秘書となる
●平成15年・19年　墨田区議会議員　連続当選（2期）
●民主党東京第14区総支部長
●向島消防団第3分団所属
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木村たけつか



木村たけつかの
政治活動用ポスターを作成いたしました。

ポスター掲示とボランティアのお願い

ご自宅やお店、ご所有の敷地の壁や塀などへご掲示下さい。政治
不信が高まり、社会情勢が激変する昨今において、強固な信念を
示す『情熱の“赤”』を基調とし、更には日本の明るい未来を予感さ
せる、笑顔の仕上がりとなっております。
ポスターのご掲示またはボランティア（ポスティング・ポスター掲示な
ど）にご協力いただける場合には、是非とも下記事務所まで、ご連
絡下さいますよう心よりお願い申し上げます。
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●現在、年金保険料は毎年引き上げ（国民年金は280円／月、厚生年金は650円程度／月）が行
われておりますが、保険料を大幅に引き下げることができます。
●高額所得ほど消費税を多く支払うことになるため、中堅所得者以下では消費税方式の方が負担
が軽くなります。

2.子育て支援対策
①子ども1人当たり月額26000円の「子ども手当」
を創設し、中学校卒業まで支給します。
②公立高校の授業料などを無料にするとともに奨学
金制度を拡充します。
③教育への財政支出は先進国で最低水準です。現
行の5割増を目指します。
④義務教育における国の責任を明確にする一方、
学校の運営は地方自治体が責任を持って行う制度
に改めます。その一環として、保護者、地域住民、学
校関係者、教育専門家等が参画する「学校理事会」
が主な権限をもって運営する制度に改革します。

蓮舫 参議院議員をお招きしての会合にて
国民の皆様が安心して生活を送って頂ける社会
保障制度。年金・医療・子育て対策、後期高齢者
医療制度についてお話を頂きました。


